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ディスパロン ＬＦ－１９００シリーズ 

非水系塗料用レベリング・消泡剤 

 

 ディスパロン ＬＦ－１９００シリーズはアクリル系重合物を主成分としたレベリング・消泡剤で、溶剤と 

して酢酸ブチルを使用しており脱芳香族、ＰＲＴＲ法及びＨＡＰｓ規制に対応しています。塗料に添加された 

ＬＦ－１９００シリーズは焼き付け叉は常温乾燥過程においてその塗液中で均一微分散状態となり被塗物の 

濡れを促進し優れた表面調整効果を示します。この作用によりレベリング，ハジキ，ピンホール等を改良し 

鮮映性、平滑性に優れた乾燥塗膜を得る事が出来ます。又表面張力を大きく低下させる事が無いため従来の 

シリコーン系添加剤に見られるトラブルが極めて少ない特徴が有ります。 

 

■性 状    （一般性状値であり、納入規格ではありません） 

 

 LF-1980 LF-1982 LF-1983 LF-1984 LF-1985 

外  観 無色～淡黄色透明液体 

有効成分 ５０％ 

溶  剤 酢酸ブチル 

密  度 ０．９５７ ０．９５１ ０．９２７ ０．９５５ ０．９７０ 

Ｓ   Ｐ ８．９５ ８．８１ ８．１９ ８．８９ ９．３５ 

※ 密度（ｇ／ｃｍ３）は２０℃に於ける値です。 

 

■用途及び使用方法                                                                 

 

・ 各種合成樹脂全般、一般に中・高極性側の樹脂塗料（アクリル系，ウレタン系，エポキシ系，ポリエス

テル系）に適正です。また粉体塗料にも適用できます。 

・ 一般に表面調整剤には塗料樹脂に対する選択性が有り、ＬＦ－１９００シリーズも例外ではありません。

およその分類として高極性側の樹脂に対してはＬＦ－１９８０，ＬＦ－１９８４，ＬＦ－１９８５、 

中極性以下の樹脂に対してはＬＦ－１９８２，ＬＦ－１９８３が適正と言えます。特にオイルフリー 

アルキドやポリエステル、自動車塗料ではこの傾向が明確に認められます。 

・ 添加量は０．２～１．０％が標準です。（塗料全配合に対する重量比）分散方法はディゾルバー等に 

よる後添加、サンドミル等の前添加の何れも可能ですが前添加の場合顔料表面に一部吸着する事も有り

ますので添加量はやや多めとなります。 

環環境境対対応応型型添添加加剤剤  
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